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パフォーマンスポリシーの管理

OnCommand Insight では、パフォーマンスポリシーを作成して、さまざまなしきい値に
基づいてネットワークを監視し、それらのしきい値を超えたときにアラートを生成する
ことができます。パフォーマンスポリシーを使用すると、しきい値の違反を即座に検出
してその影響を特定し、問題の影響と根本原因 を分析して迅速かつ効果的に対処できま
す。

パフォーマンスポリシーを使用すると、任意のオブジェクト（データストア、ディスク、ハイパーバイザー、
内部ボリューム、ポート、 ストレージ、ストレージノード、ストレージプール、VMDK、仮想マシン、
とvolume）を使用し、パフォーマンスカウンタ（合計IOPSなど）が報告されていることを確認します。しき
い値の違反が発生すると、Insightによって検出され、関連するアセットページに赤い丸で表示されます。設定
されている場合はEメールで通知されるほか、[Violations Dashboard]や違反を報告するカスタムダッシュボー
ドにも表示されます。

Insightには、次のオブジェクトに対するデフォルトのパフォーマンスポリシーがいくつか用意されています。
これらのポリシーは、環境に応じて変更または削除できます。

• ハイパーバイザー

ESXスワッピングとESX利用に関するポリシーが用意されています。

• 内部ボリュームとボリューム

リソースごとに2つのレイテンシポリシーがあり、1つはティア1用にアノテートされ、もう1つはティア2

用にアノテートされます。

• ポート

BBクレジットゼロのポリシーがあります。

• ストレージノード

ノード利用率に関するポリシーが用意されています。

• 仮想マシン

VMスワッピングとESXのCPUおよびメモリに関するポリシーが用意されています。

• ボリューム

階層別およびミスアライメントされたボリュームポリシー別のレイテンシがあります。

パフォーマンスポリシーの作成

パフォーマンスポリシーを作成して、ネットワーク内のリソースに関連する問題につい
てユーザに通知するアラートをトリガーするしきい値を設定します。たとえば、ストレ
ージプールの合計使用率が 60% を超えたときにアラートをトリガーするパフォーマンス
ポリシーを作成できます。
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手順

1. ブラウザでOnCommand Insight を開きます。

2. >[パフォーマンスポリシー]*を選択します。

パフォーマンスポリシーページが表示されま

す。

ポリシーはオブジェクト別に編成され、そのオブジェクトのリストに表示される順序で評価されます。

3. [新しいポリシーの追加]*をクリックします。

[Add Policy]ダイアログボックスが表示されます。

4. [ポリシー名]*フィールドに、ポリシーの名前を入力します。

オブジェクトの他のすべてのポリシーとは異なる名前を使用する必要があります。たとえば、「
Latency」という名前の2つのポリシーを内部ボリュームに使用することはできませんが、内部ボリューム
には「Latency」ポリシーを使用し、別のボリュームには「Latency」ポリシーを使用できます。ベストプ
ラクティスとしては、オブジェクトタイプに関係なく、すべてのポリシーに一意の名前を常に使用するこ
とを推奨します。

5. [タイプのオブジェクトに適用]*リストから、ポリシーを適用するオブジェクトのタイプを選択します。

6. [アノテーションあり]*リストで、必要に応じてアノテーションタイプを選択し、[値]*ボックスにアノテー
ションの値を入力して、この特定のアノテーションが設定されたオブジェクトにのみポリシーを適用しま
す。

7. オブジェクトタイプとして* Port を選択した場合は、 Connected to *リストからポートの接続先を選択し
ます。

8. [Apply after a window of *]リストで、しきい値違反を示すアラートが生成されるタイミングを選択しま
す。

[First occurrence]オプションを指定すると、最初のデータサンプルでしきい値を超えたときにアラートが
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トリガーされます。それ以外のオプションでは、しきい値を超えたあと、その状態のまま一定の時間を経
過した時点でアラートがトリガーされます。

9. [* with severity*] リストから、違反の重大度を選択します。

10. デフォルトでは、ポリシー違反に関するEメールアラートはグローバルEメールリストの受信者に送信され
ます。この設定を上書きして、特定のポリシーのアラートを特定の受信者に送信するように設定すること
ができます。

◦ リンクをクリックして受信者リストを開き、*+*ボタンをクリックして受信者を追加します。このポリ
シーの違反アラートは、リスト内のすべての受信者に送信されます。

11. アラートのトリガー方法を制御するには、* Create alert if any of the following are true セクションの any *

リンクをクリックします。

◦ 任意

デフォルトの設定です。ポリシーに関連するいずれかのしきい値を超えたときにアラートが作成され
ます。

◦ すべて

ポリシーのすべてのしきい値を超えたときにアラートが作成されます。[すべて]*を選択すると、パフ
ォーマンスポリシーに対して最初に作成するしきい値がプライマリルールと呼ばれます。プライマリ
ルールのしきい値は、そのパフォーマンスポリシーで最も考慮する違反にする必要があります。

12. Create alert if * セクションで、パフォーマンスカウンタとオペレータを選択し、値を入力してしきい値を
作成します。

13. しきい値を追加するには、*[Add threshold]*をクリックします。

14. しきい値を削除するには、ごみ箱アイコンをクリックします。

15. アラートが発生したときにポリシーの処理を停止するには、*[アラートが生成された場合に追加のポリシ
ーを停止する]*チェックボックスをオンにします。

たとえば、データストアのポリシーが4つあり、アラートが発生したときに処理を停止するように2つ目の
ポリシーが設定されている場合、2つ目のポリシーの違反がアクティブな間は3つ目と4つ目のポリシーは
処理されません。

16. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[パフォーマンスポリシー]ページが表示され、オブジェクトタイプのポリシーのリストにパフォーマンス
ポリシーが表示されます。

パフォーマンスポリシーの評価順序

[パフォーマンスポリシー]ページでは、オブジェクトタイプ別にポリシーがグループ化さ
れ、オブジェクトのパフォーマンスポリシーのリストに表示される順序でポリシーが評
価されます。ネットワークで最も重要な情報を表示するために、Insightでポリシーが評
価される順序を変更することができます。

Insightでは、オブジェクトのパフォーマンスデータのサンプルがシステムに取り込まれると、そのオブジェク
トに該当するすべてのポリシーが順番に評価されます。ただし、アノテーションによっては、すべてのポリシ
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ーが1つのオブジェクトグループに適用されるわけではありません。たとえば、内部ボリュームに次のポリシ
ーが設定されているとします。

• ポリシー1（Insightが提供するデフォルトポリシー）

• ポリシー2（アノテーション「Service Level=Silver」、*[Stop processing further policies if alert is

generated]*オプションが指定

• ポリシー3（アノテーション「`Service Level=Gold」）

• ポリシー4.

アノテーションがGoldの内部ボリューム階層の場合、Insightではポリシー1が評価され、ポリシー2は無視さ
れてからポリシー3とポリシー4が評価されます。階層にアノテーションが設定されていない場合は、ポリシ
ーの順序に従って評価されます。そのため、ポリシー1とポリシー4のみが評価されます。Silverのアノテーシ
ョンが設定された内部ボリューム階層については、ポリシー1とポリシー2が評価されます。 ただし、ポリシ
ーのしきい値を1回超えたときにアラートがトリガーされ、ポリシーで指定された時間内にそのポリシーを超
えると、リスト内の他のポリシーは評価されず、オブジェクトの現在のカウンタが評価されます。Insightでオ
ブジェクトの次のパフォーマンスサンプルのセットがキャプチャされると、フィルタと順序に基づいてオブジ
ェクトのパフォーマンスポリシーの評価が再開されます。

パフォーマンスポリシーの優先順位の変更

デフォルトでは、オブジェクトのポリシーは順番に評価されます。Insightでのパフォー
マンスポリシーの評価順序を設定できます。たとえば、Gold Tierのストレージで違反が
発生したときに処理を停止するように設定されたポリシーがある場合は、そのポリシー
をリストの先頭に配置して、同じストレージアセットに対する一般的な違反が表示され
ないようにすることができます。

手順

1. ブラウザでInsightを開きます。

2. メニューから[パフォーマンスポリシー]*を選択します。

[パフォーマンスポリシー]ページが表示されます。

3. オブジェクトタイプのパフォーマンスポリシーのリストでポリシー名にカーソルを合わせます。

優先順位の矢印がポリシーの右側に表示されます。

4. リスト内でポリシーを上に移動するには、上矢印をクリックします。リスト内でポリシーを下に移動する
には、下矢印をクリックします。

デフォルトでは、新しいポリシーはオブジェクトのポリシーリストに順番に追加されます。

パフォーマンスポリシーの編集

既存のパフォーマンスポリシーとデフォルトのパフォーマンスポリシーを編集して、ネ
ットワーク内の関心のある状況をInsightで監視する方法を変更することができます。た
とえば、ポリシーのしきい値を変更できます。
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手順

1. ブラウザでInsightを開きます。

2. メニューから[パフォーマンスポリシー]*を選択します。

[パフォーマンスポリシー]ページが表示されます。

3. オブジェクトのパフォーマンスポリシーのリストでポリシー名にカーソルを合わせます。

4. をクリックします 。

[Edit Policy]ダイアログボックスが表示されます。

5. 必要な変更を行います。

ポリシー名以外のオプションを変更すると、そのポリシーに対する既存の違反がすべて削除されます。

6. [保存]*をクリックします

パフォーマンスポリシーを削除しています

ネットワーク内のオブジェクトの監視にパフォーマンスポリシーが適用されなくなった
場合は、そのポリシーを削除することができます。

手順

1. ブラウザでInsightを開きます。

2. メニューから[パフォーマンスポリシー]*を選択します。

[パフォーマンスポリシー]ページが表示されます。

3. オブジェクトのパフォーマンスポリシーのリストでポリシーの名前にカーソルを合わせます。

4. をクリックします 。

ポリシーを削除するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

5. [OK] をクリックします。
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